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応して、名詞形のトーラーも、①指示、教え（箴1：8；3：1；6：23；13：14；22：22；イザ1：10；2：3；42：4；詩1：2；
40：9；78：1）という意味と②法、規則（創26：5；出16：28；18：16；24：12；レビ6：2, 7, 18；26：46；申1：5；4：8, 
44；17：18, 19；30：10；31：11；33：4；詩78：5, 10；89：31；105：45他）という基本的意味を持つ8。この二つの意
味は相互に排他的ではなく、両方の意味が含まれていると考えられる場合もある（イザ51：7；エレ31：
33；詩19：8；119：1, 34, 44, 53, 55, 72, 77, 92, 124他）。
　七十人訳聖書（LXX）は多くの場合において、トーラー（hrwt）をノモス（no,moj）と訳している（出
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歯を」という犯罪と刑罰の均衡を求める文言は（出21：24；さらに、レビ24：19-21；申19：21を参照）、ハ
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与えているのも、こうした弁証活動の一環をなしていたと考えられる。
　ローマ支配下の世界に生きていたユダヤ人思想家であるフィロンは当時の支配的思想であったストア
哲学と同様に、ポリス（都市国家）の法制ではなく、世界（コスモス）を支配する法に関心を向ける。
モーセの律法はイスラエル民族に向けられた民族法であるが、内容的には世界を支配する普遍的法の啓
示であるとフィロンは考える（『モーセ』2.7；『徳論』18）。世界を支配する法に一致して生きることが
世界市民としての人間に要求されており、ユダヤ人もその例外ではない（フィロン『世界の創造』3, 
143を参照）。
　フィロンによると、神が命じた律法は行為規範を明示することを通して、すべての者の魂に正義への
愛を植え付け（『律法各論』1.314；4.226）、徳を行う動機付けを与える機能を果たしている（『寓意的解釈』
I 45；『モーセ』2.10；『律法各論』1.314）。法制の倫理的意義を論じるのは、プラトンやアリストテレス
以来のギリシア思想の伝統である（プラトン『法律』1.630c；『国家』4.427e；4.712a；アリストテレス『ニ
コマコス倫理学』5.1129a；『政治学』1.2.1253a）。フィロンも律法（トーラー）を実践することが、ギリ
シア的徳を実践することに帰着することを強調する（『モーセ』2.35）。フィロンにあって律法論と徳論
は密接不可分であり、両者を区別することは出来ないのである。
（はらぐち・たかあき）
フェリス女学院大学国際交流学部教授
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